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物理講評� �� �
難易度：昨年並　分量：やや増加　一次突破ライン：80％以上正規合格ライン：90％以上

昨年度からマーク式になりそれと同時に大きく易化したので、今年はその反動でやや難化かと予想された

が、蓋を開けてみると昨年度並みの難易度であった。ただしマーク数 36と分量が少し増加した。１は基

本的な公式を用いた計算問題。２は力学の初歩的問題。問１の力積＝運動量変化を問う設問が少しめず

らしいが、これも基本。３は重心と浮力についての問題。４の Iは誘電体を入れたコンデンサーの容量を

求める問題。IIは回路の問題で最後にＬＣ回路があるが、これも基本的な公式を覚えていれば解ける。５

は基本的な熱サイクルの問題。どれも基本的な問題ゆえ、この中に苦手範囲があると、他の受験生に差を

つけられてしまうだろう。また、下らない計算ミスにも気をつけたい。見直しを怠らないように。� �
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